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≪主な内容≫
　９月議会の内容　　　２～ 6　ページ
　一般質問　　　　　　７～９
　　　外国人児童・生徒への支援について　他

　議員研修会　　　　    ９・11
      　過疎化の現状と外国人の力と共生について　他 

令和元年(2019年)11月
第81号

町内会長の皆さまと意見交流会を

開催しました。

詳しくは 10 ～ 11 ページをご覧く

ださい。
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森
町
議
会
は
、
９
月
定
例
会
を
３
日
か
ら

26
日
ま
で
の
会
期
24
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
決
算
認
定
、
令
和
元
年
度
補

正
予
算
、
人
事
な
ど
、
提
案
さ
れ
た
26
議
案

と
、
議
員
発
議
１
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
は
「
外
国
人
児
童
・
生
徒
等
へ

の
支
援
に
つ
い
て
」
な
ど
５
人
が
質
問
し
ま

し
た
。　

　
　

（
７
～
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

平
成
30
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
長
期

的
な
指
針
と
な
る
「
第
９
次
森
町
総
合
計
画
」

の
本
格
的
始
動
２
年
目
の
年
で
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校

空
調
施
設
整
備
事
業
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
の
対
象
年
齢
の
拡
充
等
、
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
定
住
推
進
課
を
設
け
、
移

住
定
住
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一
環
と

し
て
、
ア
ク
テ
ィ
森
を
核
と
す
る
新
た
な
魅

力
創
出
発
信
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

防
災
関
係
で
は
、
新
た
に
防
災
課
を
設
け
、

防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
歳
入
84
億
８
９
６
４

万
円
、
歳
出
75
億
３
７
０
９
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
歳
入
３
．
３
％
、
歳
出
１
．

５
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
、
前

年
度
よ
り
０
．
１
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
る
49
．

２
％
で
し
た
。

　

令
和
元
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
を
除
く

歳
出
予
算
に
対
す
る
執
行
率
は
96
．
４
％
で

し
た
。

　

財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
前
年
度
に
比
べ
、

１
０
７
０
万
円
増
の
20
億
３
７
７
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
方
債
の
現
在
高
は
、
前
年
度
に
比
べ
、

63
万
円
増
の
88
億
５
２
７
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
　

（
い
ず
れ
も
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

町 税 26億2182万円 24億6225万円 24億5483万円 25億 590万円 27億2878万円

財政調整基金残高 20億9386万円 20億5375万円 21億1386万円 20億2701万円 20億3771万円

地 方 債 残 高 72億1142万円 84億1373万円 88億8008万円 88億5216万円 88億5279万円

（万円未満四捨五入）＜町税・財政調整基金残高・地方債残高の推移＞

30年度末地方債残高の内訳

　臨時財政対策債（元金と利子が国から全額交付税措置される）42億4614万円が含まれています。

　臨時財政対策債を除いた借金は、46億 665万円となります。

　子ども・子育て
　　　　支援を充実
 ・幼稚園・小中学校にエアコン設置
 ・高校卒業年代まで医療費助成の拡充
 ・摩耶保育園園舎新築整備を実施

（万円未満四捨五入）

歳入 84億8964万円（前年比3.3％増）　　歳出 75億3709万円（前年比1.5％増）
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一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

歳
入
は
安
定
的
に
確
保
さ
れ
て
お
り

評
価
す
る
。
歳
出
は
学
校
空
調
設
備

の
設
置
な
ど
評
価
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

子
供
医
療
費
完
全
無
償
化
の
拡
充
や
高
齢
者

の
足
の
確
保
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

新
た
な
魅
力
発
信
事
業
が
目
玉
に
な
っ
て

い
る
が
、
費
用
対
効
果
を
本
当
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　

ア
ク
テ
ィ
森
の
維
持
や
森
町
病
院
会
計
へ

の
繰
り
出
し
、
災
害
多
発
が
予
想
さ
れ
る
中
、

な
お
さ
ら
町
民
要
望
に
応
え
る
重
点
政
策
が

必
要
で
あ
る
。

（
西
田　

彰
議
員
）

平
成
30
年
度
は
、
「
第
９
次
森
町
総

合
計
画
」
の
２
年
目
と
し
て
、
各
種

事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
役
場
組
織
の
改

編
な
ど
、
推
進
体
制
の
整
備
も
行
わ
れ
た
。

　

国
・
県
の
制
度
や
、
交
付
税
措
置
の
あ
る

町
債
等
を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
、
財
源
確

保
に
努
め
る
一
方
、
そ
の
財
源
を
効
果
的
に

配
分
し
、
町
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ

決
算
で
あ
る
と
考
え
る
。　
　
　
　
　
　

（
中
根
幸
男
議
員
）

（万円未満四捨五入）
＜決算の推移＞

町の支出   

一般会計平成30年度決算を認定

75億円
会計名 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

一般会計
歳入 89億8309万円 97億3209万円 85億3538万円 82億1818万円 84億8964万円

歳出 80億1335万円 87億2089万円 75億4385万円 74億2867万円 75億3709万円

特

別

会

計

国民健康保険
歳入 20億8977万円 23億5455万円 23億3265万円 23億7967万円 21億4792万円

歳出 20億1223万円 22億6571万円 22億6370万円 22億3394万円 20億9187万円

後期高齢者
歳入 1億8921万円 1億8524万円 1億9073万円 1億9614万円 2億 473万円

歳出 1億8881万円 1億8453万円 1億9059万円 1億9605万円 2億  58万円

介護保険
歳入 20億 643万円 22億2524万円 24億9220万円 24億4979万円 23億5139万円

歳出 19億 890万円 20億5933万円 22億4627万円 23億4499万円 21億6925万円

公共下水道事業
歳入 6億6883万円 6億6310万円 5億7834万円 9億8274万円 9億 582万円

歳出 6億 495万円 5億6637万円 4億9385万円 9億2424万円 8億4516万円

簡易水道事業
（大久保・三倉・大河内）

歳入 427万円 409万円 411万円 820万円 435万円

歳出 333万円 309万円 316万円 741万円 367万円

企

業

会

計

水

道

事

業

収益的収支
歳入 3億3098万円 3億1274万円 3億2429万円 3億1525万円 3億4210万円

歳出 3億1023万円 2億9589万円 2億8953万円 2億9154万円 3億5469万円

資本的収支
歳入 1億6463万円 1億5909万円 1億4462万円 1億1262万円 1億6525万円

歳出 2億2700万円 2億3156万円 2億1456万円 1億8762万円 2億1720万円

病
院
事
業

収益的収支
歳入 28億2051万円 27億7890万円 29億 324万円 28億 411万円 27億9490万円

歳出 32億1216万円 29億4680万円 28億9506万円 27億4400万円 28億 619万円

資本的収支
歳入 2億7276万円 2億1344万円 1億8814万円 2億  97万円 3億3325万円

歳出 3億7842万円 3億3931万円 3億 643万円 3億1985万円 4億4281万円

合　　計
歳入 175億3048万円 186億2848万円 176億9370万円 176億6767万円 177億3935万円

歳出 168億5938万円 176億1348万円 164億4700万円 166億7831万円 166億6851万円
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森
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

追
加　
　
　

１
３
９
０
万　
　

円

　

総
額　

77
億
３
０
０
１
万
８
千
円

　

７
月
22
日
～
23
日
に
、
発
達
し
た
梅
雨
前

線
に
伴
う
豪
雨
で
被
災
し
た
公
共
施
設
等
の

早
期
の
復
旧
に
着
手
し
た

森
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

９
月
30
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

鈴す

ず

き

し

ん

こ

木
眞
子
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た

・
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例・
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例

　

平
成
29
年
、
地
方
公
務
員
法
と
地
方
自
治

法
が
改
正
さ
れ
、
特
別
職
非
常
勤
職
員
と
臨

時
的
任
用
職
員
の
任
用
要
件
が
見
直
さ
れ
た

こ
と
及
び
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
「
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
」
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
給
与
等
の
支
給
等
に
つ
い
て
規
定
す
る

　

第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
規
定
は
、

短
時
間
勤
務
の
職
員
に
適
用
さ
れ
、
第
２
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
規
定
は
、
フ
ル
タ
イ

ム
の
職
員
に
適
用
さ
れ
る

・
森
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

①
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
取
得
し
た
自
家
用
軽
乗
用

車
の
環
境
性
能
割
の
税
率
を
１
％
軽
減
す
る

②
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
実
施
及
び
現
行

の
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長

③
単
身
児
童
扶
養
者
を
町
民
税
の
非
課
税
措

置
の
対
象
者
に
加
え
る

・
森
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

①
印
鑑
登
録
証
明
書
に
旧

き
ゅ
う
う
じ氏

欄
を
設
け
、
住

民
票
の
表
記
に
合
わ
せ
た
証
明
書
を
発
行

②
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）
へ
の
配
慮
と

し
て
印
鑑
登
録
証
明
書
か
ら
性
別
欄
を
削
除

・
森
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行

条
例

・
森
町
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

に
関
す
る
利
用
者
負
担
額
を
定
め
る

条
例

・
森
町
立
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
よ
る

無
償
化
の
開
始
に
伴
い
、
子
育
て
を
行
う
家

庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
罰
則
規
定
、

教
育
・
保
育
に
関
す
る
利
用
者
負
担
額
等
に

関
し
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
新
た
に
条
例

で
定
め
る

森
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

追
加　

３
億
７
８
７
７
万
７
千
円

　

総
額　

81
億　

８
７
９
万
５
千
円

旧
周
智
高
校
校
舎
敷
地
等
購
入
費

　　

県
と
の
協
議
が
整
っ
た
た
め
、
旧
周
智
高

校
校
舎
敷
地
及
び
、
実
習
棟
を
取
得
す
る

　
　
　

（
８
９
２
８
万
３
千
円
）

木
造
住
宅
耐
震
補
強
助
成
事
業

　　

今
後
予
定
さ
れ
る
申
請
に
対
応
す
る
た
め
、

高
齢
者
等
世
帯
10
件
分
の
補
助
金
を
追
加

　
　
　

（
１
２
５
０
万
円
）

　

河
川
維
持
管
理
費

　

太
田
川
ダ
ム
湖
周
辺
の
除
草
等
の
河
川
維

持
管
理
手
数
料
、
土
砂
の
堆
積
に
よ
り
通
水

能
力
が
低
下
し
て
い
る
河
川
や
排
水
路
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

作
業
等
手
数
料

（
２
９
９
万
６
千
円
）

公
立
森
町
病
院
会
計
繰
出
金

　

森
町
病
院
の
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
繰
り
出
す

（
１
億
円
）

物
品
売
買
契
約
の
締
結

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
（
第
１
分
団
に

配
備
）
の
売
買
契
約
の
締
結

　

契
約
先　
　

静
岡
森
田
ポ
ン
プ
（
株
）

　

納
入
期
限　

令
和
２
年
３
月
19
日

９
月
議
会

旧周智高校跡地
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７
月
16
日
、
袋
井
市
役
所
に
お
い

て
袋
井
市
森
町
広
域
行
政
組
合
議
会

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
７
議
案
が
決
定
さ
れ
、
主
な
も

の
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
令
和
元
年
度
袋
井
市
森
町
広
域
行

政
組
合
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

袋
井
消
防
署
関
連
施
設
敷
地
売
却

に
伴
う
土
地
減
価
補
償
金

　

消
防
署
の
建
物
付
き
で
、
組
合
か

ら
袋
井
市
に
土
地
を
返
還
す
る
た
め
、

土
地
の
減
価
分
に
つ
い
て
補
償
す
る

　
・
高
規
格
救
急
自
動
車
売
買
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　

高
度
救
命
処
理
用
資
材
を
積
載
し
、

あ
ら
ゆ
る
救
急
事
象
へ
の
対
応
が
可

能
な
高
規
格
救
急
自
動
車

契
約
金
額　

２
２
７
７
万
円

契
約
先　
　

(

有)

袋
井
モ
ー
タ
ー
ス

配
備
場
所　

袋
井
消
防
署
森
分
署

納
入
期
限　

令
和
２
年
１
月
31
日

議　案　名 結　果 備　考

専

決
専決処分の報告承認を求めること 承　認 全員賛成

人

事
森町教育委員会委員の任命 同　意 全員賛成

条　
　

例

第１号会計年度任用職員の報酬、 期末手当

及び費用弁償に関する条例
原案可決 全員賛成

第２号会計年度任用職員の給与に関する条

例
原案可決 全員賛成

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正

する法律の施行に伴う関係条例の整備に関

する条例

原案可決 全員賛成

森町税条例等の一部を改正する条例 原案可決 全員賛成

森町印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決 全員賛成

森町子ども ・ 子育て支援法施行条例 原案可決 全員賛成

森町子どものための教育 ・ 保育に関する利

用者負担額を定める条例
原案可決 全員賛成

森町立幼稚園預かり保育料徴収条例の一部

を改正する条例
原案可決 全員賛成

森町総合体育館建設基金条例を廃止する条

例
原案可決 全員賛成

予　
　

算

令和元年度森町一般会計補正予算 (第４号） 原案可決 全員賛成

令和元年度森町国民健康保険特別会計補正

予算（ 第２号）
原案可決 全員賛成

令和元年度森町介護保険特別会計補正予算

　（ 第２号）
原案可決 全員賛成

議　案　名 結　果 備　考

予

算

令和元年度森町病院事業会計補正予算 ( 第

１号）
原案可決 全員賛成

一

般
物品売買契約の締結 原案可決

反対

鈴木議員

決　

算　

認　

定

平成３０年度森町一般会計歳入歳出決算認定 認　定

反対

西田議員

鈴木議員

加藤議員

平成３０年度森町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算認定
認　定 全員賛成

平成３０年度森町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定
認　定 全員賛成

平成３０年度森町介護保険特別会計歳入歳出

決算認定
認　定

反対

西田議員

平成３０年度森町公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定
認　定 全員賛成

平成３０年度森町大久保簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算認定
認　定 全員賛成

平成３０年度森町三倉簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算認定
認　定 全員賛成

平成３０年度森町大河内簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算認定
認　定 全員賛成

平成３０年度森町水道事業会計決算認定 認　定 全員賛成

平成３０年度森町病院事業会計決算認定 認　定 全員賛成

発

議
地震財特法の延長に関する意見書の提出 原案可決 全員賛成

9 月定例会の審議結果

　

８
月
22
日
、
菊
川
市
役
所
に
お
い

て
東
遠
学
園
組
合
議
会
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　　

平
成
30
年
度
の
決
算
額
は
、

歳
入　

６
億
５
８
９
７
万
円

歳
出　

６
億
４
４
６
７
万
円

差
引
残
額　

１
４
３
０
万
円

　

森
町
の
分
担
金
は
、
１
８
８
９
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

（
金
額
は
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

組
合
議
会
報
告

東遠学園の施設
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10
月
１
日
か
ら
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認

定
こ
ど
も
園
等
を
利
用
し
て
い
る
３
歳
児
以

上
の
児
童
の
保
育
料
は
無
償
と
な
る
が
、
給

食
費
等
は
保
護
者
の
負
担
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
の

世
帯
に
お
い
て
は
、
給
食
費
の
中
の
副
食
費

部
分
が
免
除
と
な
る
。
ま
た
、
認
可
外
保
育

所
・
預
か
り
保
育
等
に
つ
い
て
は
上
限
額
ま

で
が
無
償
と
な
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
係
る

社
会
教
育
課
所
管
事
項
に
つ
い
て

旧
周
智
高
校
敷
地
及
び
農
園
の
利
用
方
法

は
校
舎
跡
地
に
関
し
て
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

駐
車
場
が
考
え
ら
れ
る
。
実
習
棟
は
総
務
課

で
各
課
の
意
見
を
集
約
し
て
お
り
、
そ
れ
に

応
じ
た
利
用
を
考
え
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　

農
園
は
、
公
共
的
な
利
用
を
今
後
検
討
し

て
い
く
。

藤
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
保
管
方
法
は

絵
画
は
30
点
、
掛
軸
の
作
品
が
５
点
、
陶

芸
・
工
芸
含
め
８
点
、
計
43
点
あ
る
。
保
管

方
法
は
専
門
家
で
あ
る
大
学
の
先
生
か
ら
助

言
を
受
け
て
い
る
。
保
管
場
所
は
文
化
会
館

の
保
管
庫
内
で
、
空
調
設
備
が
あ
り
、
鍵
付

き
の
場
所
を
予
定
し
て
い
る
。

　

※
12
ペ
ー
ジ
ひ
と
こ
と
欄
参
照

・
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

・
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例

会
計
年
度
任
用
職
員
の
身
分
等
は
ど
う
な

る
の
か

会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
地
方
公
務
員
法

が
適
用
さ
れ
、
身
分
は
一
般
職
の
非
常
勤
の

地
方
公
務
員
と
な
る
。
こ
の
た
め
守
秘
義
務
、

職
務
に
専
念
す
る
義
務
、
法
律
や
上
司
の
命

令
に
従
う
義
務
、
政
治
的
行
為
の
制
限
義
務

等
、
服
務
規
定
が
あ
る
。

　

一
方
、
雇
用
期
間
中
は
身
分
保
障
が
あ
り
、

不
合
理
な
理
由
で
は
懲
戒
や
免
職
は
受
け
な

い
。
正
規
職
員
と
の
大
き
な
違
い
は
期
限
付

き
の
採
用
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
採
用
に
あ

た
っ
て
は
広
く
公
募
を
行
い
、
選
考
に
あ

た
っ
て
は
書
類
・
面
接
を
考
え
て
い
る
。

・
森
町
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
施
行
条
例

・
森
町
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
に

関
す
る
利
用
者
負
担
額
を
定
め
る
条
例

・
森
町
立
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

３
歳
以
上
は
完
全
無
料
と
な
る
の
か
。
ま

た
は
一
定
の
負
担
が
あ
る
の
か

森
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

に

係
る
建
設
課
所
管
事
項

町
道
西
俣･

中
島
線
の
舗
装
構
成
、
幅
員
、

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
及
び
外
側
線
の
設
置
は
あ

る
か
。
ま
た
、
企
業
の
通
行
車
両
と
橋
の
耐

荷
重
は
。
こ
こ
は
生
活
道
路
で
あ
る
が
、
大

型
車
輌
と
の
す
れ
違
い
の
た
め
の
待
機
場
所

は
あ
る
か

舗
装
の
構
成
に
つ
い
て
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

５
㎝
、
路
盤
砕
石
が
20
㎝
。
道
路
幅
員
は
、
５
．

０
ｍ
で
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
必
要
幅
員
は

５
．
５
ｍ
以
上
の
た
め
、
外
側
線
も
含
め
設

置
し
な
い
。

　

進
出
企
業
の
通
行
車
両
は
、
10
ト
ン
と
４

ト
ン
車
両
を
想
定
し
て
い
る
。
橋
の
耐
荷
重

に
つ
い
て
は
、
企
業
進
出
時
に
問
題
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。　

　

待
機
場
所
は
、
現
状
の
広
い
場
所
と
新
た

に
路
肩
と
し
て
で
き
た
場
所
を
利
用
す
る
な

ど
で
、
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

森
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

に

係
る
産
業
課
所
管
事
項

鳥
獣(

特
に
猪)

被
害
が
多
く
、
捕
獲
時

期
な
ど
を
緩
や
か
に
し
て
捕
獲
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
人
家
の
近
く
に
ま
で
出
没
し
て
お
り
、

人
的
被
害
を
心
配
す
る
が
対
応
は

捕
獲
時
期
は
、
年
間
を
通
じ
て
、
有
害
捕

獲
の
申
請
に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　

電
気
柵
等
の
補
助
は
農
作
物
被
害
防
止
の

た
め
で
あ
り
、
人
家
に
侵
入
し
て
来
る
獣
の

防
止
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

今
後
、
違
う
施
策
で
の
対
応
を
検
討
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ア
ク
テ
ィ
森
の
視
察
で
漏
水
箇
所
を
見

た
が
、
他
に
も
色
々
な
箇
所
が
老
朽
化
し
て

い
る
。
今
後
の
修
繕
計
画
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
修
繕
内
容
に
よ
っ
て
は
、
将
来
的

な
運
営
に
も
影
響
は
な
い
か

修
繕
計
画
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
検
討
し
、

公
共
施
設
管
理
計
画
の
個
別
施
設
管
理
計
画

等
に
位
置
づ
け
る
。
今
後
、
老
朽
化
の
激
し

い
箇
所
か
ら
修
繕
し
て
い
く
。

第
一
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

第
一
・
第
二
常
任
委
員
会
は
、
９
月
12
日
、
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た

第
二
常
任
委
員
会
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町  政  を  問  う            ～  一  般  質  問  ～

加 藤 久 幸

外
国
人
児
童
・
生
徒
等

へ
の
支
援
に
つ
い
て

①
日
本
語
指
導
が
必
要
と
な
る
児

童
・
生
徒
が
学
校
に
入
っ
た
場
合
、

指
導
や
支
援
で
き
る
者
が
十
分
に
備
わ
っ

て
い
る
か
。

②
学
校
は
、
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
に
伝

え
た
い
こ
と
を
通
訳
や
翻
訳
し
て
も
ら
い
、

伝
え
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
か
。

③
今
後
、
学
校
へ
支
援
員
を
配
置
し
、
特

定
の
場
所
で
初
期
支
援
を
施
す
等
の
具
体

的
な
対
応
策
は
考
え
て
い
る
か
。

④
収
入
が
安
定
し
て
お
ら
ず
、
学
用
品
が

買
え
な
い
と
い
っ
た
場
合
、
ケ
ア
を
す
る

方
法
は
あ
る
か
。

町
に
お
い
て
も
、
外
国
人
児
童
・

生
徒
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
町

内
の
外
国
人
児
童
・
生
徒
は
９
月
１
日
現

在
で
、
小
学
生
11
名
、
中
学
生
６
名
、
幼

稚
園
児
２
名
、
合
計
19
名
が
在
籍
し
、
学

校
生
活
及
び
園
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

①
、
②
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
に
外

国
児
童
生
徒
支
援
員
１
名
を
雇
用
す
る
と

と
も
に
、
９
月
か
ら
１
１
０
カ
国
語
対
応

の
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
音
声
翻
訳
機
「
ポ

ケ
ト
ー
ク
」
を
森
・
飯
田
両
小
に
１
台
ず

つ
導
入
し
て
お
り
、
利
用
状
況
や
効
果
を

確
認
し
、
今
後
さ
ら
に
必
要
性
が
生
じ
た

場
合
、
追
加
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
教
諭
や
外
国

児
童
生
徒
支
援
員
に
よ
り
個
々
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　

④
に
つ
い
て
は
、
国
籍
に
関
係
な
く
学

校
生
活
で
必
要
な
費
用
の
一
部
を
就
学
援

助
費
と
し
て
支
給
し
、
支
援
し
て
い
る
。

　

今
後
、
教
諭
や
外
国
児
童
生
徒
支
援
員

に
よ
り
、
個
々
の
児
童
・
生
徒
に
合
っ
た

適
切
な
指
導
や
支
援
を
行
い
、
さ
ら
に
必

要
が
あ
れ
ば
、
県
教
育
委
員
会
や
国
際
交

流
協
会
等
関
係
機
関
に
情
報
を
い
た
だ
き
、

必
要
な
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

に
つ
い
て

鈴 木 托 治

住
民
税
非
課
税
者
や
子
育
て
世
帯

を
支
援
し
よ
う
と
国
の
主
導
で

行
わ
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
申
請

が
県
内
で
低
調
に
推
移
し
て
い
る
と
聞
く
。

現
在
ま
で
の
町
の
申
請
状
況
を
伺
う
。

住
民
税
非
課
税
者
の
申
請
状
況
は
、

案
内
総
数
３
１
５
７
人
の
う
ち
９

月
20
日
現
在
６
５
８
人
か
ら
申
請
を
受
け

付
け
、
申
請
率
は
２
０
．
８
％
と
な
っ
て

い
る
。
９
月
６
日
ま
で
に
ご
提
出
い
た
だ

い
た
申
請
者
は
、
審
査
を
行
い
、
商
品
券

購
入
引
換
券
を
交
付
し
た
。

　

今
後
、
啓
発
や
周
知
を
図
り
、
早
め
の

申
請
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

三
倉
・
天
方
地
区
の
現
状
に
あ
っ
た

町
内
会
の
再
編
に
つ
い
て

先
日
行
わ
れ
た
町
内
会
長
と
の
意

見
交
流
会
で
は
、
三
倉
、
天
方
地

区
か
ら
過
疎
化
の
た
め
町
内
会
の
運
営
が

困
難
に
な
っ
て
き
た
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

少
人
数
の
複
数
町
内
会
の
統
合
や
、
連

合
な
ど
を
行
い
、
そ
の
中
か
ら
町
内
会
長

や
各
種
役
員
を
選
出
す
る
の
も
一
つ
の
方

法
と
考
え
る
が
行
政
側
の
見
解
を
伺
う
。

三
倉
、
天
方
地
区
は
人
口
減
少
が

著
し
く
、
10
年
前
と
比
較
し
て
三

倉
地
区
が
約
３
割
、
天
方
地
区
は
約
２
割

減
少
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
占
め
る
割
合

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
町
内
会
は
地
縁
型

の
自
治
組
織
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
成
り

立
ち
や
歴
史
的
背
景
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
行
政
で
な
く
、
ま
ず
町
内
会

や
地
区
の
連
絡
協
議
会
に
相
談
を
持
ち
掛

け
て
、
協
議
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
現
況
に
つ
い

て

森
町
へ
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
く

れ
た
人
数
と
金
額
、
森
町
か
ら
他

市
町
村
へ
の
人
数
と
金
額
を
伺
う
。

平
成
30
年
度
に
他
自
治
体
か
ら
森

町
へ
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
人
数

は
、
延
べ
３
０
７
０
人
、
金
額
は
１
億
２

０
６
万
円
で
前
年
度
か
ら
大
幅
に
増
え
て

い
る
。
森
町
か
ら
他
自
治
体
へ
ふ
る
さ
と

納
税
を
し
た
人
数
は
、
１
９
７
人
、
金
額

は
約
１
６
７
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
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岡 戸 章 夫

空
き
家
の
片
付
け

補
助
制
度
の
導
入
を

西 田　 彰

森
町
の
人
口
減
少

に
つ
い
て

２
０
４
０
年
ま
で
の
推
計
で
森
町

の
人
口
は
、
１
・
４
万
人
を
割
り

込
む
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
手
を
打
つ
の
か
、

そ
れ
と
も
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
と
し
て

減
少
実
態
に
合
わ
せ
、
手
を
打
つ
の
か
。

人
口
減
少
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
２
０
６
０
年
に
人
口
１
・

３
万
人
を
確
保
す
べ
く
、
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
の
施
策
と
、
実
態
に
合
わ
せ
て
、
住

み
よ
い
環
境
を
確
保
す
る
施
策
の
両
方
の
視

点
か
ら
、
出
生
率
向
上
、
社
会
移
動
抑
制

に
向
け
て
の
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。

行
政
の
ス
リ
ム
化
は
避
け
て
通
れ

な
い
。
職
員
定
数
削
減
や
病
院
・

下
水
道
事
業
の
対
応
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
行
財
政
改
革
で
見
直
し

を
進
め
て
き
た
。
職
員
定
数
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
定
員
適
正
化
計
画
に
沿
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、

利
用
率
が
高
い
高
齢
者
人
口
が
一
定
時
期

ま
で
増
え
る
予
想
を
考
慮
し
、
経
営
改
革

プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
し
な
が
ら
、
近
隣
病

院
、
介
護
事
業
者
等
と
連
携
し
、
適
正
な

規
模
・
機
能
を
保
持
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
森
町

下
水
道
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

将
来
人
口
を
設
定
し
た
上
で
、
令
和
８
年

ま
で
に
整
備
が
完
了
す
る
区
域
と
将
来
計

画
区
域
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
今
後
も
適

切
な
規
模
、
経
済
性
等
を
考
慮
し
、
事
業

を
進
め
て
い
く
。

森
中
心
部
・
三
倉
・
天
方
地
区
の

減
少
は
著
し
い
。
そ
の
対
応
を
伺
う
。

森
中
心
部
は
、
立
地
適
正
化
計
画

に
お
い
て
都
市
機
能
誘
導
区
域
及

び
居
住
誘
導
区
域
と
し
て
位
置
づ
け
る
予

定
で
あ
る
。

　

天
方
地
区
で
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
い
ろ
い
ろ

な
ア
イ
デ
ア
が
出
た
と
聞
い
て
い
る
。
三

倉
地
区
で
も
、
今
年
度
同
様
に
実
施
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
導
入

も
検
討
し
て
い
る
。

　

子
育
て
、
若
者
定
住
施
策
を
含
め
、
こ

れ
ま
で
の
総
合
戦
略
の
効
果
を
検
証
し
な

が
ら
、
次
期
総
合
戦
略
の
策
定
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

定
住
推
進
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

伺
う
。

定
住
推
進
課
が
新
設
さ
れ
た
平
成

30
年
以
降
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
申
請
は
39
件
・
登
録
は
21
件
・
成
立

は
７
件
で
あ
っ
た
。
定
住
推
進
課
及
び
地

域
お
こ
し
協
力
隊
や
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
１
７
６

件
、
移
住
者
は
31
名
の
実
績
で
あ
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
件
数
が

伸
び
悩
ん
で
お
り
、
物
件
数
を
増

や
す
に
は
空
き
家
の
片
付
け
補
助
制
度
が

必
要
で
は
な
い
か
。

申
請
件
数
に
対
し
、
登
録
ま
で
に

至
ら
な
い
案
件
が
一
定
数
あ
る
。

原
因
と
し
て
未
相
続
・
未
登
記
・
抵
当
権

抹
消
の
未
処
理
な
ど
、
権
利
関
係
に
起
因

す
る
も
の
と
、
給
排
水
設
備
の
機
能
不
全

や
建
物
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
、
市
場
流

通
性
の
低
さ
に
よ
る
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

　

家
財
処
分
に
対
す
る
支
援
は
一
つ
の
方

策
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
空
き
家
利
活
用

の
停
滞
要
因
は
複
雑
多
岐
に
渡
る
た
め
、

効
果
的
な
支
援
が
で
き
る
の
か
総
合
的
に

判
断
し
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

先
進
的
に
導
入
し
て
い
る
五
つ
の

自
治
体
の
例
を
紹
介
し
た
。
他
の

自
治
体
に
出
来
て
森
町
で
出
来
な
い
理
由

は
何
か
。自

己
所
有
物
の
処
理
の
た
め
に
補

助
を
出
す
事
へ
の
、
客
観
的
な
基

準
や
条
件
が
必
要
と
な
る
。
他
の
市
町
で

の
導
入
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し

て
い
き
た
い
。　
　

森
町
立
小
学
校
の
統
廃
合
に
関
す
る

条
例
改
正
の
早
期
化
を

泉
陽
中
学
の
廃
校
に
よ
り
、
中
学

か
ら
三
倉
小
・
天
方
小
へ
の
学
習

支
援
が
出
来
な
く
な
る
の
で
は
。
条
例
を

早
期
に
改
正
し
、
国
・
県
か
ら
の
教
員
加

配
を
受
け
る
手
続
き
を
す
る
べ
き
で
は
。

教
員
加
配
申
請
は
、
条
例
改
正
の

時
期
に
関
わ
ら
ず
、
増
員
に
向
け

て
積
極
的
に
要
望
し
て
い
く
。
統
合
に
向

け
万
全
の
準
備
を
し
、
条
例
改
正
は
来
年

６
月
に
考
え
て
い
る
。　
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小
京
都
森
町
の

推
進
に
つ
い
て

中根信一郎

街
中
へ
の
観
光
誘
客
数
を
増
加
さ

せ
る
た
め
に
、
観
光
案
内
所
、
歴

史
民
俗
資
料
館
、
森
町
指
定
文
化
財
な
ど
、

街
中
に
移
設
し
て
立
ち
寄
る
場
所
を
作
る

考
え
は
な
い
か
。(

元
周
智
高
跡
地
も
一

考)

街
中
に
、
観
光
客
が
立
ち
寄
ろ
う

と
思
え
る
魅
力
的
な
も
の
は
、
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
現
在
あ
る
古
い
町

家
や
蔵
等
を
利
用
し
た
も
の
が
い
い
の
か
、

新
た
な
建
物
が
い
い
の
か
、
文
化
振
興
的

な
面
と
観
光
、
産
業
振
興
的
な
面
の
両
面

か
ら
、
遠
州
の
小
京
都
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
下
水
道
事
業
の
矛
盾
に
つ
い
て

下
水
道
整
備
事
業
区
域
内
に
住
宅

を
新
築
す
る
場
合
、
合
併
浄
化
槽

の
補
助
が
適
用
外
に
な
り
、
費
用
が
か
さ

む
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

原
則
と
し
て
合
併
浄
化
槽
の
補
助

金
交
付
は
、
公
共
下
水
道
事
業
整

備
に
不
向
き
な
地
域
に
行
う
も
の
で
、
国
・

県
の
補
助
金
も
下
水
道
事
業
計
画
区
域
を

交
付
対
象
外
と
し
て
い
る
。

　

計
画
区
域
に
お
い
て
の
生
活
環
境
の
改

善
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
に
は
、

公
共
下
水
道
事
業
が
効
率
的
か
つ
適
正
な

整
備
手
法
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

同
一
の
目
的
を
持
つ
浄
化
槽
の
設
置
に

対
す
る
補
助
は
、
二
重
投
資
と
な
る
た
め

対
象
外
と
し
て
い
る
。

　

新
築
住
宅
の
建
築
に
関
し
て
は
、
将
来

の
下
水
道
接
続
を
考
慮
し
た
浄
化
槽
の
設

置
を
す
る
こ
と
で
、
接
続
工
事
の
費
用
削

減
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

空
き
家
、
空
き
地
利
用
推
進
に
つ
い

て  

　

空
き
家
、
空
き
地
調
査
を
基
に
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
予
定
か
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
で
公
開
し
、
移
住
者
を

促
し
て
い
る
が
、
実
績
と
課
題
は
。

　

今
後
増
加
す
る
空
き
家
等
の
情
報
収
集

と
公
開
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

袋
井
市
森
町
議
会
議
員
研
修
会

を
開
催

「
過
疎
化
の
現
状
と
外
国
人
の

力
と
共
生
」

　
講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
楽ら

く
し
ゃ舎

」

理
事
長 

池い

け

や谷 

啓け
い 

氏

　

森
町
議
会
と
袋
井
市
議
会
が
合
同
で

行
う
研
修
会
を
８
月
６
日
、
森
町
文
化

会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
太
田
町
長
、
原
田
市
長
を

始
め
両
市
町
の
部
課
長
等
、
70
名
余
り

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
池
谷
氏
は
、
大
学
卒
業
後
、

民
間
会
社
を
経
て
フ
リ
ー
で
出
版
の
道

に
進
み
、
９
年
前
に
浜
松
市
天
竜
区
春

野
町
に
移
住
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
楽
舎
」

を
設
立
、
自
ら
田
舎
暮
ら
し
を
実
践
し
、

山
里
の
魅
力
発
信
や
定
住
促
進
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

講
演
で
は
、
地
方
は
過
疎
化
と
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
都
会
か
ら
田
舎

暮
ら
し
を
求
め
て
移
住
希
望
す
る
人
は

多
い
。
そ
の
過
程
で
増
え
る
空
き
家
及

び
耕
作
放
棄
地
と
移
住
希
望
者
を
結
び

つ
け
る
こ
と
が
、
定
住
促
進
事
業
に
繋

が
る
。
し
か
し
、
仕
事
が
無
け
れ
ば
定

住
は
難
し
い
。
有
機
農
業
に
ト
ラ
イ
し

た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て

全
国
に
発
信
す
る
な
ど
、
「
人
と
人
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
切
」
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
際
化
が
進
む
中
で
、
外
国

人
と
の
共
生
は
、
言
語
の
違
い
は
基
よ

り
、
宗
教
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
法
の
下
で
は

豚
肉
を
食
べ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
他
の
食
品
で
も
加
工
や
調
理

に
関
し
て
一
定
の
作
法
が
要
求
さ
れ
る

こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
実
践
し
た
活
動

に
つ
い
て
事
例
を
挙
げ
て
解
説
さ
れ
た
。

　

人
口
の
東
京
一
極
集
中
や
社
会
減
が

進
む
中
で
、
今
後
の
地
方
創
生
や
ま
ち

づ
く
り
に
大
変
参
考
に
な
る
研
修
会
で

し
た
。

（
構
成　

中
根
幸
男
）

歴史民俗資料館
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森
町
議
会
で
は
、
人
口
減
少
問

題
対
策
を
テ
ー
マ
に
研
究
し
て
お

り
、
本
年
度
は
、
７
月
29
日
・
30

日
に
町
内
会
長
の
皆
さ
ま
69
名
と

意
見
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で

①
町
内
会
活
動
を
行
う
上
で
の
組

　

織
、
運
営
の
問
題
点
と
今
後
の

　

課
題

②
地
域
の
空
き
家
や
遊
休
地
の
利

　

活
用
及
び
開
発
等
地
域
の
課
題

に
つ
い
て
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
議
会
と
し

て
調
査
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
回
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見

の
概
要
を
、
第
一
・
第
二
の
各
常

任
委
員
会
に
分
け
て
報
告
し
ま
す
。

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
会
場
へ
の
足
が
な
い
の

も
原
因
で
は
な
い
か

・
高
齢
者
世
帯
の
増
加
で
民
生
委
員
の
仕
事

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
災
害
時
の
要
介
護
者
の

避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
ほ
し
い

学
校
教
育
課
所
管
に
関
す
る
意
見

・
将
来
町
内
の
小
中
学
校
は
小
・
中
一
貫
校

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に
通

学
す
れ
ば
い
い
の
か

　

共
働
き
家
庭
が
増
え
て
お
り
、
幼
稚
園
で

は
対
応
が
無
理
、
認
定
こ
ど
も
園
化
を
早
く

進
め
て
ほ
し
い

森
町
議
会
に
対
し
て
の
意
見

・
人
口
も
減
っ
て
い
る
。
議
員
定
数
を
減
ら
し

若
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
報
酬
と
し
て
い

く
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か

建
設
課
所
管
に
関
す
る
意
見

・
過
疎
地
で
の
草
刈
り
は
大
変
。
行
政
で
や
っ

て
も
ら
い
た
い

　・
高
齢
化
が
進
み
、
今
後
、
草
刈
り
な
ど
町

道
管
理
が
で
き
な
く
な
る
と
考
え
る

・
河
川
愛
護
と
レ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
で
、

草
刈
り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
傾
斜
で
危
険

で
あ
る

産
業
課
所
管
に
関
す
る
意
見

・
土
地
が
青
地
（
農
用
地
）
と
い
う
こ
と
で

宅
地
化
を
推
進
し
て
い
な
い
。
若
い
人
は
山

梨
、
掛
川
の
方
面
へ
移
住
し
て
し
ま
う

・
田
、
畑
の
荒
廃
農
地
が
あ
り
、
地
主
は
高

齢
化
で
草
刈
り
も
で
き
な
く
て
困
っ
て
い
る

・
高
齢
化
が
進
み
後
継
者
も
な
く
、
荒
れ
た

茶
畑
や
竹
林
が
増
え
た
。
大
雨
の
濁
水
や
イ

ノ
シ
シ
の
出
没
な
ど
個
人
で
は
対
応
で
き
な

い
の
で
、
町
で
対
策
を
考
え
て
欲
し
い

・
通
学
路
な
ど
に
鹿
も
出
没
し
て
お
り
、
ダ

ニ
の
媒
介
も
心
配

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

第
一
常
任
委
員
会

総
務
課
所
管
に
関
す
る
意
見

・
人
口
減
少
地
域
は
役
員
の
な
り
手
不
足
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
崩
壊
を
ま
ね
く

・
町
内
会
長
の
役
割
が
昔
と
比
べ
増
え
て
い
る

働
き
な
が
ら
で
は
町
内
会
長
は
無
理

・
町
内
会
の
統
合
を
考
え
る
時
期
が
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か

防
災
課
所
管
に
関
す
る
意
見

・
災
害
時
の
避
難
方
法
と
町
内
会
役
員
の
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
ほ
し
い

・
自
主
防
災
組
織
は
形
が
い
化
し
て
い
な
い
か

町
と
し
て
モ
デ
ル
を
示
し
て
ほ
し
い

企
画
財
政
課
所
管
に
関
す
る
意
見

　
　・

元
開
橋
以
北
は
過
疎
化
が
進
行
、
学
校
が

な
く
な
り
交
通
事
情
が
悪
い
環
境
で
は
人
口

減
は
止
め
ら
れ
な
い
。

　

５
年
先
、
10
年
先
の
人
口
推
移
を
把
握
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
が
必
要

で
は
な
い
か

　
　保

健
福
祉
課
所
管
に
関
す
る
意
見

・
町
内
会
に
よ
っ
て
は
敬
老
会
へ
の
参
加
者
が

第
二
常
任
委
員
会

全体会の様子

グループでの話し合いの様子

町内会長　～意見を述べる～
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・
撤
退
し
た
工
場
を
有
効
活
用
し
た
り
、

撤
去
し
た
跡
地
を
新
た
な
土
地
と
し
て
活

用
で
き
な
い
か

定
住
推
進
課
所
管
に
関
す
る
意
見

・
空
き
家
が
増
え
て
い
る
。
危
険
な
建
物

で
あ
れ
ば
行
政
が
対
策
を
検
討
す
べ
き
。

良
い
物
件
で
あ
れ
ば
有
効
活
用
を

・
空
き
家
の
管
理
が
で
き
て
お
ら
ず
、
町

内
会
で
連
絡
を
取
っ
て
も
返
答
は
な
い
。

危
険
箇
所
を
特
定
し
、
町
で
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
強
制
撤
去
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

放
置
家
屋
が
獣
の
巣
に
な
っ
た
り
し
て
お

り
、
困
っ
て
い
る

・
土
地
と
家
屋
の
持
ち
主
が
違
い
、
家
を

新
築
す
る
た
め
に
土
地
を
買
い
た
い
が
、

地
主
が
売
っ
て
く
れ
な
い
の
も
、
空
き
家

が
増
え
た
り
転
出
す
る
原
因
で
は
な
い
か

・
空
き
家
の
解
体
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

お
金
が
掛
る
事
と
固
定
資
産
税
が
上
が
る

こ
と
も
理
由
と
思
う

・
空
き
家
の
利
活
用
と
し
て
周
辺
の
畑
等

も
買
っ
て
い
た
だ
き
た
い

・
空
き
家
を
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
利
用

で
き
な
い
か

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
に
向
け
勉
強
会

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
安
心
し
て

楽
し
も
う
」

講
師
：
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　
　

ジ
ョ
イ
プ
ラ
ン
ツ
代
表　

和わ

だ田
喜よ

し
み
つ充　

氏

　

８
月
20
日
、
森
町
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進

委
員
会
で
は
、
普
及
が
進
む
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
社
会
に
向
け
た
基
礎
講
習
会
を
、
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
対
象
者
は
役
場
職
員
と
議
員
で
、

業
務
終
了
後
21
名
が
参
加
し
、
熱
心
に
勉
強

し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
い
う
と
構
え
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
す
で
に
多
く
の
方
が
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
な
ど
を

利
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

最
近
で
は
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
レ
ジ
で
の

支
払
い
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
普

及
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
使
い
方
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
不
安
を
持
つ
方
も
多
く
、

基
礎
知
識
を
学
び
安
心
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
を
含
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
に
向
け

た
施
策
を
整
備
中
で
あ
り
、
行
政
に
関
わ
る

私
た
ち
も
、
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
必

要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

講
習
で
は
、
な
ぜ
世
界
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
が
進
ん
で
い
る
の
か
、
社
会
動
向
か
ら

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
方
法
の
種
類
や
仕
組
み
な

ど
を
、
講
師
の
経
験
を
踏
ま
え
て
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。
利
便
性
と
安

全
性
が
向
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
で
も

益
々
普
及
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
基
本
的
な
事
が
学
べ
て

良
か
っ
た
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
、
使
い
方

も
教
え
て
欲
し
い
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、

大
変
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。　

（
構
成　

岡
戸
章
夫
）

静
岡
県
市
町
議
会
議
員
研
修
会に

参
加

「
女
性
活
躍
・
働
き
方
改
革
の
時
代
に

必
要
な
も
の
」

講
師
：(

株)

ベ
レ
フ
ェ
ク
ト
代
表
取
締
役

人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

太お

お

た

あ

や

こ

田
彩
子　

氏

　

８
月
９
日
、
静
岡
市
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に

お
い
て
、
県
内
市
町
議
員
を
対
象
と
す
る

合
同
研
修
会
に
全
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
若
い
女
性
は
、
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
（
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
、
介
護
）

が
あ
る
と
仕
事
を
続
け
ら
れ
な
い
と
の
不

安
を
持
っ
て
い
る
。
女
性
が
活
躍
で
き
る

社
会
の
た
め
に
は
、
土
日
で
も
預
け
ら
れ

る
保
育
園
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
、

男
性
の
育
児
休
暇
取
得
や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
な
い
環
境
づ
く
り
な
ど
の
意
識
改
革

が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
女
性
は
よ

り
豊
か
に
、
健
康
で
幸
せ
で
な
く
て
は
い

け
な
い
と
話
し
た
。

　

森
町
に
お
い
て
も
、
幼
保
園
な
ど
の
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の
必
要
を
実
感
し
た

研
修
で
し
た
。

（
構
成　

岡
野　

豊
）

講師の太田彩子氏

講師の和田喜充氏

熱心に聞き入る受講者
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第
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号

令
和

元
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（
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）
11月

15日
発

行

森町折々の写真を募集中

　議会だよりや議会ホームページで使用する写真

やイラストを募集しています。

　詳細は、議会ホームページをご覧いただくか、

議会事務局までお尋ねください。

応募・問い合わせ先

森町議会事務局

〒437-0293  森町森2101の1

0538-85-6329

morimachi.gikai@gmail.com

委

員

長

副

委

員

長

委

員

委

員

委

員

発
行
責
任
者

中

根

幸

男

岡

野　

豊

鈴

木

托

治

加

藤

久

幸

岡

戸

章

夫

議

長

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

森
町
出
身
で
、
豊
橋
市
在
住

の(

株)

藤
本
商
會
本
店
会
長
・

藤
本
秀
男
（
旧
姓
安や

す

ま間
）
氏
が
、

生
涯
を
か
け
て
集
め
た
美
術
作

品
の
中
か
ら
、
日
本
画
や
陶
磁

器
な
ど
43
点
を
８
月
19
日
、
町

へ
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

藤
本
氏
は
、
こ
れ
ま
で
も
小

中
学
校
の
図
書
購
入
費
な
ど
を

寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
一

人
と
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
で
は
、
11
月
１
日
か
ら
５

日
ま
で
文
化
会
館
で
寄
贈
作
品

を
中
心
に
「
フ
ジ
モ
ト
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

藤
本
氏
の
願
い
の
と
お
り
、

次
代
を
担
う
小
中
学
生
や
高
校

生
が
美
術
品
を
鑑
賞
し
て
感
性

を
養
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
期

待
し
て
い
ま
す
。（
Ｙ
・
中
根
）

● 

ひ 

と 

こ 

と 

●

　　９月議会では、のべ27人の方が、議会へ足を

　運んでくださいました。

　　予約は必要ありません。手続きも簡単です。

　　議場は役場３階です。

　　是非、お越しください。

　● 定員28名

　● お問い合わせ先……議会事務局

　　 電話　0538-85-6329

12月 3日（火）

12月10日（火）

12月11日（水）

12月20日（金）

本会議　初　日

本会議　２日目

常 任 委 員 会

本会議　最終日

※会議の開始時間は午前9時30分です。

※日程が変更される場合もありますのでご了承ください。

12月定例会の予定

議会を 聴 き に来ませんか

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
は
、
各

種
森
町
大
会
予
選
の
主
管
と
し

て
立
案
や
審
判
員
等
の
大
会
運

営
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
森
町
代
表
チ
ー
ム
が
袋
井

地
区
と
の
代
表
決
定
戦
（
西
部

大
会
、
県
大
会
）
に
も
審
判
員

で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
で
は
、
時
代
の
変
化
や

ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
化
に
よ
り
、

森
町
で
の
大
会
も
参
加
チ
ー
ム

が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ち

な
み
に
来
年
は
東
京
オ
リ
ン

森
町
体
育
協
会　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

みんなのこえ

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
も
復
活
し
て
お
り
、
人
気

が
出
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

先
ず
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

通
じ
て
町
民
の
健
康
増
進
・
維

持
さ
ら
に
は
親
睦
を
深
め
る
場

の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
、

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
会
運
営
に
お
手
伝
い
し
て

く
れ
る
方
あ
る
い
は
審
判
員
に

興
味
が
あ
る
方
が
い
れ
ば
、
連

絡
し
て
下
さ
い
。

森町議会ＨＰ
写真募集について

連絡先

  部長　鈴木　明  （市場）  

  連絡　０９０‐４１１１‐５６８６

大会で活躍する審判員


